
　箱崎商店の起源は大正7年。1959年（昭和34年）にプロパンガス事業を開始し、
1968年（昭和43年）には有限会社として法人化した。事業内容はLPガス販売を中
心に、灯油やガス機器、さらに家電製品の販売まで幅広く、2000年（平成12年）から
は介護保険制度の開始に合わせて福祉用具レンタル事業も始め、地域の暮らしを
支える総合サービス企業へと成長している。

有限会社箱崎商店

　LPWA導入のきっかけは矢崎総業からの提案だった。まずは10件程度から試験
的に導入し、その後は補助金を利用して設置を進め、現在は全体の約66.5％に達し
ている。ゴールド認定（70％以上）も視野に入れているが、負担と効果のバランス
を確認したうえで、取り付けたいと考えている。
　導入前は検針に6～7日ほどかかってい
たが、LPWA導入後はわずか2日で完了する
ようになった。これにより、従業員は営業
や保安業務に時間を割けるようになり、人
件費や車両維持費の削減にもつながった。
LPWAの設置は、検針効率が悪い遠方から
優先的に設置。アパートは一括検針が可能
なため後回しにし、個別検針が必要な戸建
てを優先する戦略を取った。

LPWA導入で検針業務が劇的に効率化
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取締役会長 箱﨑 伸平氏（右）、
代表取締役 箱﨑 智紀氏（左）



　LPWA導入と同時に、検針票の紙発行を廃止し、Web請求へ移行した。自動振替
やコンビニ払いに対応し、郵送コストを削減。先般のはがき1枚85円、圧着はがき
にするとさらにプラスになるコスト増を考えると、Web化のメリットは大きい。 
しかし、Web請求の閲覧率の低さが課題という。導入直後は3割が閲覧したもの
の、定期的に確認する顧客は1割程度に減少した。「結局、銀行引き落としで金額だ
け確認する人が多い」というのが現状である。SNSを活用したイベント告知も検
討したが、閲覧率の低さから積極的な展開は見送っている。 
　一方、保安面では大きな進化があった。メーターのエラー表示が即時確認できる
ため、対応スピードが向上した。「忙しい時には、エラー表示を確認して至急な対
応が必要でなければ翌日に回せるなど、保安対応の柔軟性が増した」と箱﨑 智紀
氏（代表取締役）は語る。 保安面での安心感は大きく向上した。

顧客対応と業務フローの変化

　補助金申請は「最初は書類作成が大変だったが、回数を重ねるごとに慣れて楽に
なった」とのこと。ただ、取り付け時期が冬場の繁忙期に重なるため、作業が負担
になる点は課題でだったという。「夏頃に取り付けできるスケジュールが理想」と
の本音も。 
　今後、LPWAの普及は不可避である。「昨今の人件費高騰の中、機器導入が合理
的。後継者不足やM&Aの進展で、業界全体で導入が進むだろう」と予測する。10年
後の機器交換や電池寿命、通信環境の課題も残るが、技術進化とコスト低減に期待
を寄せている。
 　LPWAとweb請求書の導入といった箱崎商店の事例は、LPガス業界におけるデ
ジタル化の進む方向性を示している。

補助金活用の課題と今後の展望

集中監視システムにて一括管理



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


